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基本理念　「いのちに光を、心にやすらぎを」
いのちの大切さを重んじ、患者さんとの相互信頼の上に立った医療をめざします。
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　向春の候、各医療機関の皆様にはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。
平素は市立甲府病院に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　まず、令和６年元日の能登半島地震では不幸にも亡くなられた方々のご冥福をお
祈り申し上げますとともに被災された方々には心よりお見舞い申し上げます。当院
も政府からの要請に応じてＤＭＡＴの派遣を行いましたが、甚大な被害は広範囲に
及んでおり被災地の一日も早い復旧を願うものであります。
　さて、当院では令和６年１月から最新のシーメンス社製 3.0ＴＭＲＩを導入しま
した。検査時間の大幅な短縮、画像の鮮明化が得られ診断機能の向上、効率化が可能となりました。当院
では以前より地域の先生方からの画像診断依頼を承っていますが、ＭＲＩ機種の更新により一層高画質の
検査結果を短時間でご提供できると思います。先生方の診療の一助となることを期待しています。
　また、昨年よりスタートした在宅療養後方支援病院システムも５０名近い患者様をご登録いただき順調
に機能しています。本年も引き続きのご登録をお願いする次第です。
　今年は医師の働き方改革や山梨県内の救急医療体制問題など、当院を取り巻く問題も山積していますが、
地域医療を担う中核病院として職員一同努力してゆく所存です。本年も宜しくお願い申し上げます。

副院長
飯野　弥
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　市立甲府病院災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）隊員を能登半島
地震被災地に各隊５人ずつ派遣しました。第１隊は２～４日、七
尾市の総合病院を拠点に介護施設を巡回し、傷病者や備蓄状況な
どを確認。第２隊は４～７日、能登町の病院へ簡易トイレを届け
たほか、手術が必要な被災者を金沢市内の病院へと搬送し、それ
ぞれ活動しました。

　１月１２日にＤＭＡＴとして活動した医師らによる
報告会を開きました。報告会にはＤＭＡＴ隊員のほ
か、病院幹部職員や樋口雄一市長、市防災担当職員ら
約２５人が参加しました。報告会ではＤＭＡＴ隊長を
務めた犬塚秀康医師と藤巻圭太医師が現地での写真を
使いながら「電気は使えたが、断水していてトイレが
使えなかった。甲府の隊が簡易トイレを届けるまでお
むつで代用している病院があった」など現地の状況を
説明。また「水が使えない中で現地は疲弊していた。
日頃から訓練や防災計画に取り組まなければならな
い」と今後の災害への備えに生かしていく支援活動の
教訓を病院職員で共有しました。

　令和５年１２月８日（金）地域がん勉強会をオンライン開催いたし
ました。当院脳神経外科川瀧医師が講師にて「転移性脳腫瘍と闘う～
診断と最新治療～」と題して講演しました。９月には地域医療勉強会
をおおくにクリニック村上恭紀院長が講師にて「在宅療養後方支援病
院に期待すること」と題して開催し、双方勉強会に院内外１００名以
上の方にご参加いただくなか、多くの質問があり、充実した勉強会に
なりました。当院では今後も HOT な内容を中心に医療機関の皆様に
勉強会を開催していきたいと考えています。

　地域医療機関の皆様に年２～３回当院から情報発信として、「メールマガジン」と題してメール配信して
います。取り上げてほしい内容がありましたら、いつでも地域医療支援室に連絡をください。また、メー
ルマガジンをご希望の方は下記メールアドレスよりお申し込みください。

  第 22 号︓消化器内科の紹介　　
  第 23 号︓血液浄化療法室の紹介

メールマガジン 掲載ページＵＲＬ
https://www.city-kofu-hp.jp/community/community_medical_cooperation.html

市立甲府病院「DMAT」派遣、報告会を開催市立甲府病院「DMAT」派遣、報告会を開催
能登半島地震へ能登半島地震へ

第７９回　地域がん勉強会が開催されました︕第７９回　地域がん勉強会が開催されました︕

市立甲府病院メールマガジン（当院の情報）配信中市立甲府病院メールマガジン（当院の情報）配信中
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　手術を受ける患者さんにとって、手術を決断するまでには様々な葛藤や不安があることと思いま
す。私たちは、患者さん本人だけではなく、家族も一緒に手術を乗り越える「手術チームの一員」と
して治療に参画できるよう心がけて、手術の前から安心して準備ができ、安全に手術が受けられるよ
うに、手術室スタッフから必要な情報の提供や指導・説明を行っています。
　また、様々な不安の中でも「痛み」に対する不安は強いと思います。手術中より積極的に疼痛管理
を行うことをモットーとし、全身麻酔症例においても、超音波ガイド下神経ブロック・硬膜外麻酔等
の部分麻酔や各種鎮痛薬を併用し、手術中から手術後にかけて「我慢しない」疼痛管理を目指してい
ます。

　当院のスタッフは、麻酔科常勤の医師２名、
看護師２０名（師長含む）、看護補助者２名、
医療事務１名です。毎日、目まぐるしく忙しい中、
手術件数を増加させるべく奮闘しています。
　業務の効率化や経営改善だけを重視するので
はなく、多忙な中でも周術期医療の質を低下さ
せない視点を忘れず、安心安全な医療の提供が
できるよう日々の業務に勤しんでいます。

（記事︓手術室看護師長 小山香織）

手術時期ごとによる関わり

中央手術室について

手術室スタッフについて

手術前に、麻酔科医師による診察を行い、最適な麻酔方法や疼痛管理につい
ての説明を行います。手術室看護師も同席し、禁煙の必要性や皮膚の清潔保
湿による術中皮膚損傷予防の説明など、患者さんと家族が手術に向けて、精
神的にも身体的にも安心して準備ができるようにサポートを行います。

手術中は、皮膚・神経損傷が発生しないような手術体位の保持や、術中適
正体温の維持、深部静脈血栓症予防など、安全第一で合併症予防に努めます。
また、術後の痛みを考えた術中からの疼痛管理や術後悪心・嘔吐予防など、
早期離床ができるよう積極的に関わります。

手術後は、疼痛管理ができているか、皮膚・神経損傷がないか、早期に離床
ができているか、手術室で不快な思いをしなったか、実践した周術期介入が
適切であったか必要に応じてベッドサイドに伺って確認を行います。そして、
なにより手術を無事に乗り越えた患者さんを労うことが重要と考えています。

手術前

手術中

手術後

当院手術の流れ・オペ室看護師の紹介当院手術の流れ・オペ室看護師の紹介
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